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100年 中小企業が
先を誠む

産業の生態環境を

維持する要“

い自然のピラミッド構造

せいそく

海洋にはマグロなど大型魚類が棲息している

が、重甜で 1のマグロが棲息するためには概略10

倍の重屈のイワシなどの小魚が繁殖していること

が必要で、小魚のためにはその10倍の動物プラン

クトン、さらに10倍の植物プランクトンの存在が

必要である。この食物述鎖といわれる構造は陸上

でも同様で、 1の重批のライオンなど捕食動物が

生存するためには、その10倍の韮批の雄食動物、

その10倍の植物、さらに10倍の土中のバクテリア

が必要とされる。

このピラミッド構造は、自然珠培だけではなく

社会環榜にも存在する。比率こそ相迫するが、多

数の国民から選出された議員が議会という立法組

織を構成し、その一部が大臣になり、そこから一

人の総理大臣が選出される。企業も同様で、多数

の社員の一部が係長、その一部が課長や部長に出

世し、最後に韮役、そして社長が選出される。こ

の構造の諏要な特徴は途中のどの部分が欠~II して

も構造が崩壊し、下部ほど重要な役割があること

である。

~社会のピラミッド構造の危機

この構造は産業全体にも存在する。日本には382

万社の企業が存在するが、大企業は1万社強でし

かなく、 381万社は中小企業である。この中小企

業は従業員数により、さらに二種に分類される

が、中規模企業は56万社、小規模企業325万社と、

生物世界と同様の構造になっている。従業員数も

大企業には1400万人が就業しているが、中小企業

には全体の7割の3400万人が所属している。しか

し付加価値の半分は大企業によるものであり、半

分が中小企業によるものである。

巨大なマグロはピラミッド構造の基盤を構成す

る植物プランクトンが存在しなければ棲息できな

いし、ライオンも土中のバクテリアがなければ生
すその

存できないのと同様、巨大企業も裾野の中小企業

が存在しなければ活動できない。日本には自動車

製造業が8社存在するが、そこで組立てる部品を

供給している中小企業はllO万社にもなる。これ

らの企業の部品供給が災害などで停止すれば、 一

瞬にして巨大企業の工場の操業が停止するよう

に、社会の真実は基盤に存在する。

ところが、この日本の産業構造が深刻な危機に

直面している。端的な数字は中小企業の減少であ

る。20年前に日本の中小企業は470万社であった

が、現在では20%減少して381万社になっている。

不況による倒産の影評ではない。中小企業の倒産

件数は10年前の1万5000社から最近では8000社へ

とほぽ半減である一方、休業・廃業・解散などは

2万1000社から3万社に増加していることが彩評

している。しかもそれらの企業の半分は馬字であ

ったが廃業したのである。

これも原因は不況ではなく、後継の人材の不在

である。これを象徴する数字がある。中小企業の

経営者府の年齢の中心は1995年には45歳から49

歳であったが、 2005年には55歳から59歳になり、

2015年には65歳から69歳に移動している。すなわ

ち新人への交代がなく、そのまま椎移してきたの

であり、このまま移行すれば2025年には64%が70

ひゆ

歳以上になる。正確な比喩ではないが、プランク

トンが生育する環境が酸欠状態になり、急速に死

滅している状態である。

い情報時代へ対応すべき産業珊境

早急な対応として二柚の政策が必要である。第

ーは新規I開業の促進政策である。欧米各国で新規

開業する企業比率は伽年10%以上であるが、日本

は半分以下でしかない。日本は世界有数の長寿企

業が存在することで有名であるが、工業社会から

梢報社会という数百年間に一回という変革の時代

には弱点になりかねない。現在以上の変革に直而
かん

した明治時代には、 一気に到来した国際社会に敢
ぜん

然と挑戦して起業した人々が日本の近代社会を創

出した。その気概が必要である。

第二は情報社会への対応である。日本全体が情

報後進国家であるが、とりわけ中小企業は弱体で

ある。オフィス業務に必要なソフトウェアを麻入

している企業は6割以下、取引を軍子文甚で実行

している企業は2割以下である。それは若者の経

営参加が進展していないことの反映でもある一

方、参加を阻止している要因でもある。自然環境

が健全になるためには海中や土中が健全であるこ

とが必須であるように、中小企業が健全になるこ
ようてい

とがH本の産業環境が発展する要諦である。
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